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1. 今タームにおける活動状況と今後の
予定
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今タームにおける活動状況
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○本年は下記の取組を実施。
• WEBミーティング(頻度：1～2ヶ月毎に1回程度(WG毎に実施))
• 第3回会合(ウィーン（TC4.5との共催）：ワークショップを含む)（2025/5/3～6）
• 第4回会合（マドリード）（2025/11/4,5）
• 脱炭素に関するTCを対象としたオンラインサミット(2025/12/3)

TC3.5

WG1
（日本メンバー所属）

WG2 WG3

•脱炭素化に関する国家戦略・
政策の情報収集・調査研究
(対象:道路交通、貨物輸
送)(TOR:3.5.1)

•道路輸送における、脱炭素に
資する技術の情報収集・調査
研究(TOR:3.5.4)

TC3.5におけるWGの構成

•走行中給電技術(ERS)に関
する情報収集・調査研究
(TOR:3.5.2)

•道路部門における代替エネ
ルギーの生産(太陽光、風力
等)、および供給源に関する
情報収集・調査研究
(TOR:3.5.4)
(アスファルトのリサイクル
技術も調査対象に含む)
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WG1（脱炭素関連の国家戦略・政策、技術の情報収集・調査研究）の活動報告

○WG1では、新たにノルウェー(WG長所属国)、スペイン、オーストリア、イラン、ケベッ
ク州（カナダ）での脱炭素化政策に関する取組情報が紹介・共有された

○道路分野における脱炭素の動向をとりまとめたブリーフィングノート（技術報告書）を
本年9月に発刊（日本メンバーも執筆に従事）

•スペインでは、官民のコンセッション(PPP)にて取組が進められる
フレームワークを構築し、交通量の多い路線/SA・PAを対象に、
SA・PAの拡張工事・給電器の設置工事を実施中

•ドイツ・オーストリアでは、給電器設置事業を展開（対象：大型EV車）本年9月発刊のブリーフィングノート

本年9月の月刊
誌道路にて活動
内容を掲載して
おります。ぜひ
ご覧ください。
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WG2（走行中給電技術(ERS)に関する情報収集・調査研究）の活動報告

○WG2では、フランス、米国、中国等における走行中給電(ERS)の最新の技術開発動向
に関する情報収集・調査研究が進められている

○依然としてヨーロッパを中心にEV車が普及する傾向にあるが、ERSについては、複数
国で技術実証が進められているものの、本格実装に至るまでは道半ばな状況である

中国

フラ
ンス

ERSに関する技術報告書
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WG3（道路部門の代替エネルギー生産・供給源に関する情報収集・調査研究）の活動報告

○WG3では、再生可能エネルギー由来の電力生産や、アスファルト・コンクリート等のリ
サイクル(サーキュラーエコノミー)に関する調査研究が進められている

○EV車の普及により、再生可能エネルギーのさらなる利活用の促進のみならず、送配
電システムの負荷軽減等の必要性が紹介された

○PIARC加盟国を対象としたアンケート調査（WG1～3での共同実施）を今年度実施
し、調査結果をファイナルレポートに反映予定

PIARC加盟国に配布された
アンケート調査票(一部抜粋)

道路上での再生可能エネルギーの利活用を
進めるに当たっての現況と将来像の比較表
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今後の予定

○来年以降のスケジュールは以下の通り
• WEBミーティング(頻度：1～2ヶ月毎に1回程度(WG毎に実施))
• 第5回会合（冬季道路会議と併せて実施（仏・シャンベリー：2026/3/10～13）)
• 第6回会合(モロッコ：2026秋（TC4.5との共催予定））
• 第7回会合(中国:2027春（TC4.1(舗装)や他TCとの共催予定）)

○来年11月頃にファイナルレポート（最終報告書）をとりまとめ予定（WG1）

TC3.5メンバー（WG2）より、
ERS関連の技術開発動向に関
するセッションが実施される

予定
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2.日本のミッションをもとに、昨今の日本の
道路施策と関連させて、国内の道路関係
者にとって有益と考えられる内容
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国内の道路関係者にとって有益と考えられる内容
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○ERSを含めたEV給電に関する技術開発動向・政策動向が有益となると考えられる

• 欧米を中心に公共交通機関へのEV導入や、EV給電設備の整備が先行的に進んでいる状況
• また、各国（米・仏・豪・中・北欧・加）におけるERSの実証実験の状況を踏まえると、諸外国の方が
日本よりも検討が進んでいる状況（日本は今後技術実証を実施予定）
実証実験の結果等について、TC3.5の活動を通じて各方面から引き続き情報が得られる状況

• 近年の先進国を中心とした脱炭素化政策の方針転換等により、ERS関連の技術実証・施策方向
性に変化が見受けられることから、今後も諸外国の動向に注視し、検討を進める必要がある

本年5月にドイツで撮影したERS技術(実証実験)の様子
（写真左：フランクフルト、写真右：カールスルーエにて撮影）

本年11月にマドリード市交通局の車庫
で撮影した高出力給電施設の様子
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3.国際比較を意識した上での各委員会活動
における日本の強みや弱み
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4.日本として狙っていくべきアウトプット
(技術基準等)
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日本の強み・弱み、狙うべきアウトプット
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【強み・弱みについて】
○日本の道路行政における道路交通の脱炭素化に関する施策検討・取組は、欧米等の
諸外国よりも遅れていることが弱み

○一方で、サーキュラーエコノミーの分野においては、従来から建設分野において、コン
クリートやアスファルト、建設汚泥等を中心に、非常に高水準な再利用率を維持してい
ることから、日本の強みが活かせると推測する

【狙うべきアウトプットについて】
○走行中給電の仕様化(国際標準化等)を念頭に置くと、日本の自動車メーカーに不利
にならないよう、日本からも走行中給電の技術開発状況を現状以上にPRすべき

○自動物流道路やダブル連結トラック、モーダルシフト等の、脱炭素に資する物流分野
での取組については、我が国において重要な政策課題であることから、諸外国の動向
を注視しながら検討を進め、標準化を含めた戦略の構築・取組の実装を進めることが
望ましい

○建設資材を対象としたサーキュラーエコノミー(アスファルトの代替舗装材料技術等)
は諸外国より一歩進んでいる印象を受けることから、日本がどのようにイニシアチブ
を取るかを考える必要があると思慮する
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ご清聴ありがとうございました
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